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核
兵
器
禁
止
条
約
が
今
年
１
月

２２
日
に
発
効
し
、
核
兵
器
は
道
義

的
に
非
難
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
国

際
法
上
も
史
上
初
め
て
違
法
と
な

り
、
核
兵
器
の
禁
止
が
世
界
の
規
範

に
な
り
ま
し
た
。 

新
し
い
時
代
が
始
ま
り
、
人
類
は

核
兵
器
の
な
い
世
界
へ
大
き
な
一

歩
を
踏
み
だ
し
ま
し
た
。 

「
生
き
て
い
る
う
ち
に
核
兵
器

を
な
く
し
て
ほ
し
い
」
と
の
被
爆
者

の
訴
え
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
被
爆

者
と
と
も
に
、
被
爆
の
実
相
を
大
き

く
内
外
に
発
信
し
続
け
て
き
た
成

果
が
結
実
し
た
の
で
す
。 

条
約
の
批
准
国
は
着
実
に
増
え
、

５５
カ
国
と
な
り
、
署
名
国
も
８６
カ

国
と
国
連
加
盟
国
の
半
数
に
迫
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
核
兵
器
を
使
わ

せ
ず
、
そ
の
完
全
廃
絶
へ
と
前
進
す

る
た
め
に
は
、
唯
一
の
被
爆
国
・
日

本
の
動
向
は
大
き
な
意
味
を
持
っ

て
い
ま
す
。 

思
想
、
信
条
、
党
派
を
超
え
て
世

論
を
ひ
ろ
げ
、
日
本
政
府
に
禁
止
条

約
の
批
准
を
も
と
め
ま
し
ょ
う
。 

禁
止
条
約
を
拒
み
続
け
る
今
の

政
治
を
転
換
が
必
要
で
す
。
秋
ま
で

に
必
ず
行
わ
れ
る
総
選
挙
は
核
兵

器
禁
止
条
約
を
批
准
す
る
政
府
を

実
現
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す 

主
な
意
見
は
左
記
の
と
お
り
で

す
が
、
委
員
長
報
告
の
行
わ
れ
る
本

会
議
最
終
日
の
視
聴
件
数
は
６
月

議
会
で
は
２
４
６
件
で
す
。
視
聴
者

を
増
や
す
努
力
は
大
切
で
す
が
、
視

聴
を
前
提
に
せ
ず
に
、
必
要
な
対
応

は
続
け
る
べ
き
で
す
。 

委
員
長
報
告
は
、
ポ
イ
ン
ト
を
ふ

ま
え
て
「
簡
潔
」
は
、
理
解
し
ま
す

が
、
「
簡
素
」
は
問
題
で
す
。
委
員

会
を
公
開
す
る
か
ら
必
要
な
い
、
と

い
う
の
は
筋
違
い
な
話
。
第
一
義
的

に
は
議
案
に
対
す
る
可
否
。
そ
の
可

否
を
決
め
る
上
で
、
賛
否
の
ポ
イ
ン

ト
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
の
可
否
を
決

め
る
ポ
イ
ン
ト
こ
そ
、
議
案
の
執
行

に
活
か
す
べ
き
内
容
で
あ
り
、
委
員

長
報
告
に
記
す
べ
き
内
容
で
す
。 

委
員
長
報
告
に
対
し
て
質
疑
無

し
と
し
た
の
は
、
小
河
議
員
（
志
誠

会
）
と
田
中
將
議
員
（
公
明
党
）。 

 

委
員
長
報
告
へ
の
質
疑
制
限
や

請
願
に
関
す
る
報
告
を
質
疑
の
対

象
と
し
な
い
等
は
論
外
で
す
。 

議会運営委員会での主な意見（委員会会議結果より転載） 

 

◆委員会は異時開催になっており、議員も市民もすべての委

員会を中継で視聴できる環境が整った。委員会の議事録も

全文筆記の永年保存となり（※根拠不明）、審査経過も分か

るので、賛成である。 

◆委員会中継で改革を一歩進めたのだから、変えていくべき。

大津市議会程度（※報告書の配信による報告。質疑無）に

改革してもよいと思う。 

◆委員会中継があるから委員長報告は簡素でよいとするので

はなく、ポイントを押さえて報告すべきではないか。議会

改革で何でも簡素化すべきではない。（※小西議員） 

◆議会の在り方として、質疑をするのは当然であり、それを

あらかじめ封じるのはよくない。（※小西議員） 

◆議員間討議や付帯決議など必要なことは報告すべきだが質

疑があるから報告が詳細になってしまう傾向は避けたい。 

◆従来は「こういう質疑は無かったか」という質疑が多かっ

たが、中継開始後は無くなるはず。また、委員長報告では

委員長の意見は述べられないはず。今までの質疑にはなら

ないように申し合わせをすべき。 

◆請願人の発言について質疑することがあったが、協議会の

ことなので質疑の対象ではない。 

◆協議会の中身は中継対象ではなく分からないので、請願に

対する報告は必要。（※小西議員） 

９月定例議会日程 
８月２３日(月) 本会議  議案上程・提案説明 

８月３１日(火)  本会議  議案審議、付託・採決 

９月 １日(水) ・２日(木)・３日(金)・ ６日(月) 

   本会議  一般質問 

９月 ７日(火)～９日(木) 常任委員会 

９月１０日(金)～１６日(木) 予算決算常任委員会 

９月２２日(木) 本会議 委員長報告、質疑、討論、 

採決  ※請願の締切は８月１６日正午です。 

９
月
議
会
か
ら
総
務
・
厚
生
文
教
・
産
業
建
設
・
予
算

決
算
の
各
常
任
委
員
会
が
本
会
議
と
同
様
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
さ
れ
ま
す
。
そ
の
こ
と
自
体
は
「
開
か
れ
た

議
会
」
の
取
り
組
み
と
し
て
大
き
な
前
進
で
す
。 

８
月
２
日
の
議
会
運
営
委
員
会
で
、
委
員
会
中
継
に
伴

い
、
こ
れ
ま
で
本
会
議
で
行
わ
れ
て
い
た
、
委
員
会
の
審

査
結
果
の
委
員
長
報
告
を
簡
素
に
す
る
こ
と
と
、
委
員
長

報
告
に
対
す
る
質
疑
は
行
わ
な
い
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
次

回
17
日
の
議
会
運
営
委
員
会
で
決
定
さ
れ
ま
す
。
質
疑
の

是
非
は
議
員
の
質
問
制
限
で
あ
り
問
題
で
す
。
議
会
改
革

と
簡
素
化
は
別
の
こ
と
と
し
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
す
。 

 

党
議
員
団
の
議
会
運
営
委
員
は
小
西
議
員
で
す
。 


